
存
覚
『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
外
典
の
引
用
に
つ
い
て
 

林
　
　
龍
　
樹
 

は
じ
め
に
 

本
願
寺
第
三
代
覚
如
（
一
二
七
〇
│
一
三
五
一
）
の
長
子
で
あ
る
存
覚
（
一
二
九
〇
│
一
三
七
三
）
は
、
幼
い
頃
よ
り
南
都
北
嶺
に

幅
広
く
仏
教
を
尋
ね
、
そ
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
学
識
に
富
む
存
覚
は
、
親
鸞
の
教
え
を
人
々
に
伝
え
る
た
め
、
と
き
に
は
門
弟
か
ら
の
請
い
に
応
じ
て
、
生
涯
を
通
し

て
数
多
く
の
書
物
を
著
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
書
物
に
は
親
鸞
が
用
い
な
か
っ
た
数
多
く
の
典
籍
を
援
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
引
用
文
は
ど
の
よ
う
に
類
型
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
図
や
思
想
背
景
が
窺
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
検
討
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
存
覚
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
を
も
っ
て
親
鸞
教
学
を
裏
付
け
て
い
っ
た
の
か
を
探
る

研
究
の
一
端
で
あ
る
。 

数
あ
る
存
覚
の
著
作
の
中
で
も
、
体
系
的
か
つ
豊
富
な
文
献
の
引
用
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
晩
年
に
著
さ
れ
た
『
六
要
鈔
』

で
あ
る
。
本
書
は
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
（
一
一
七
三
│
一
二
六
三
）
畢
生
の
大
著
で
あ
る
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、

『
教
行
信
証
』
と
す
る
。）
に
逐
語
的
な
註
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
法
然
よ
り
受
け
た
念
仏
の
思
想
を
「
文
類
」
と
い
う

形
式
で
『
教
行
信
証
』
に
著
し
て
い
る
が
、
後
序
の
直
前
に
『
論
語
』
を
引
用
す
る（

１
）。
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
で
外
典
を
引
用
す
る
の
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は
こ
の
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
存
覚
は
本
書
を
『
六
要
鈔
』
で
註
釈
す
る
に
あ
た
り
多
く
の
外
典
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
『
六
要

鈔
』
に
お
け
る
外
典
の
引
用
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 

一
、
存
覚
著
作
の
類
型
と
『
六
要
鈔
』
に
つ
い
て
 

最
初
に
、『
六
要
鈔
』
は
存
覚
著
作
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
先
行
研
究
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
存

覚
の
主
た
る
著
述
目
的
が
、
仏
法
弘
通
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
書
物
の
執
筆
時
期
や
執
筆
の
契
機
は
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
に
三
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
外
川
奨
は
、
撰
述
の
時
期
や
そ
の
要
請
者
に

よ
っ
て
、 

　
①
元
亨
四
年
以
降
（
第
一
期
）
…
『
浄
土
真
要
鈔
』『
諸
神
本
懐
集
』『
持
名
鈔
』『
破
邪
顕
正
鈔
』『
女
人
往
生
聞
書
』『
弁
述
名
体

鈔
』 

　
②
建
武
四
年
か
ら
暦
応
元
年
（
第
二
期
）
…
『
顕
名
鈔
』『
決
智
鈔
』『
法
華
問
答
』『
報
恩
記
』『
選
択
註
解
鈔
』『
歩
船
鈔
』『
至
道

鈔
』 

③
文
和
五
年
以
降
（
第
三
期
）
…
『
存
覚
法
語
』『
浄
土
見
聞
集
』『
六
要
鈔
』 

と
類
型
化
し
て
い
る（

２
）。『
六
要
鈔
』
は
最
晩
年
期
に
あ
た
る
第
三
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
存
覚
晩
年
の
思
想
を
窺
う
こ
と

の
で
き
る
史
料
と
評
価
で
き
る
。
更
に
、
①
②
の
著
作
は
全
て
他
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、『
六
要
鈔
』

は
自
ら
撰
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
存
覚
教
義
を
窺
う
際
に
そ
の
中
心
と
さ
れ
る
。
そ
の
執
筆
の
動
機
・
目
的
は
奥
書
か
ら
、 

教
行
証
者
、
列
祖
相
承
之
要
須
、
聖
人
領
解
之
己
証
也
。
而
所
引
之
本
文
広
博
兮
前
後
之
説
相
難
レ
明
。
所
立
之
教
旨
幽
玄
兮
甚

深
之
義
趣
易
レ
迷
。
然
間
一
流
伝
来
之
耆
老
、
猶
未
レ
聞
下
講
二
其
義
一
之
仁
上
。
諸
国
耽
学
之
群
侶
、
多
レ
示
レ
不
レ
了
二
此
書
之
旨
一
、
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如
レ
予
浅
智
輒
以
豈
敢
。
雖
レ
然
為
二
祖
徳
報
謝
一
為
二
仏
法
弘
通
一
試
加
二
小
量
之
註
釈
一
偸
仰
二
宏
智
之
取
捨
一
一
部
十
巻
号
二
『
六
要

鈔
』
一
。
本
書
則
六
巻
、
第
三
与
二
第
六
一
元
自
依
レ
有
二
本
末
一
分
為
二
八
巻
一
。
愚
鈔
同
六
巻
、
第
二
与
二
六
本
一
重
又
就
レ
開
二
本
末
一

総
為
二
十
巻
一
。
雖
レ
拾
二
簡
要
一
只
恥
二
管
見
一
、
我
已
所
レ
顧
庸
昧
也
。
人
何
不
レ
致
二
嘲
哢
一
哉
。（
後
略
） 

（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
四
、
相
伝
篇
上
、
一
三
四
〇
頁
。
以
下
『
聖
典
全
書
』
と
す
る
。） 

と
、
祖
徳
へ
の
報
謝
と
仏
法
弘
通
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
存
覚
は
内
外
の
多
く
の
典
籍
を
用
い
、
親
鸞
教
義
を
註
釈

し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
中
で
も
外
典
に
注
目
し
て
、
そ
れ
ら
の
典
籍
が
存
覚
教
学
の
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

存
覚
の
時
代
の
浄
土
真
宗
は
、
封
建
社
会
の
中
、
父
で
あ
る
覚
如
が
本
願
寺
中
心
の
教
団
設
立
を
志
し
、
浄
土
宗
内
外
に
対
し
て
親

鸞
教
義
の
独
自
性
を
顕
揚
せ
ん
と
す
る
ま
さ
に
教
団
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
対
し
て
存
覚
が
ど
の
よ
う
な
思

想
変
遷
を
遂
げ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
初
期
真
宗
門
徒
や
父
覚
如
と
の
関
係
か
ら
脇
智
子
が
体
系
的
に
論
じ
て
い
る（

３
）が
、
引
用
典
籍
よ

り
そ
れ
ら
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
特
に
、『
六
要
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
外
典
は
、
い
ま
ま

で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
浄
土
宗
内
外
の
仏
教
教
団
を
越
え
た
宗
教
界
全
体
を
、
存
覚
が
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
一
助
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

二
、『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
の
解
釈
の
方
法
 

存
覚
は
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
科
段
分
け
を
行
う
。『
教
行
信
証
』
全
体
を
「
序
分
」、「
正
宗

分
」、「
流
通
分
」
と
経
典
解
釈
の
方
法
に
則
っ
て
大
分
す
る
と
こ
ろ
は
、
存
覚
の
『
教
行
信
証
』
解
釈
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
後
、
各
巻
で
は
題
目
、
標
挙
、
撰
号
、
本
文
と
さ
ら
に
区
分
し
て
順
を
追
っ
て
註
釈
を
行
う
。
存
覚
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
系
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統
の
『
教
行
信
証
』
を
用
い
て
『
六
要
鈔
』
を
執
筆
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が（

４
）、

所
覧
本
の
形
式
に
忠
実
に
従
っ
て
註
釈
を
進
め
て

お
り
、
本
書
内
に
豊
富
に
記
さ
れ
た
情
報
か
ら
、
今
後
さ
ら
な
る
存
覚
所
覧
『
教
行
信
証
』
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。 

本
文
に
は
い
る
と
、
全
体
を
大
別
し
た
の
と
同
様
に
、
ま
ず
所
釈
の
範
囲
を
さ
ら
に
細
か
く
分
科
す
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
か
ら
順
に

「
○
○
○
等
者
」
な
ど
と
範
囲
を
示
し
、
そ
の
都
度
疑
問
点
に
つ
い
て
は
問
答
を
設
け
な
が
ら
一
字
一
字
丁
寧
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

ま
た
、
引
用
文
は
可
能
な
限
り
原
本
に
あ
た
り
、
親
鸞
が
引
用
し
て
い
る
文
の
前
後
か
ら
、
該
当
箇
所
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の

か
を
検
証
、
さ
ら
に
親
鸞
が
「
乃
至
」
と
し
て
省
略
す
る
箇
所
は
、
ど
の
よ
う
な
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
、
親
鸞
の

意
図
を
探
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
異
本
の
存
在
に
も
注
意
を
払
い
、
本
稿
で
注
目
す
る
外
典
の
中
、『
論
語
』
の
読
み
に
関
し
て
は
、
明
経
博
士
で
あ
る
清

原
・
中
原
両
家
の
訓
読
を
確
認
す
る
な
ど
、
存
覚
の
丁
寧
な
註
釈
態
度
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
諸
本
の
間
で
文
字
の
異
同
が
あ
る
際
は

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
行
文
類
」
大
行
釈
『
往
生
論
註
』（
以
下
、『
論
註
』
と
す
る
。）
引
文
の
註
釈
で
は
、 

言
二
「
蓋
上
衍
之
極
致
」
一
者
、
流
布
本
「
衍
」、
今
為
二
「
衎
」
字
一
、
有
二
異
本
一
歟
。

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
四
九
頁
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
所
覧
の
『
教
行
信
証
』
に
「
衎
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
存
覚
所
覧
の
『
論
註
』
に
「
衍
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
異
本
の
存
在
も
念
頭
に
置
き
直
ち
に
誤
写
な
ど
と
断
定
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
検
討
の
結
果
不
明
な
点
は
強
引
な
解
釈
は
行

わ
ず
、「
追
可
レ
勘
レ
之（

５
）。」
と
述
べ
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
す
る
か
、
も
し
く
は
「
是
私
領
解
、
先
達
未
レ
談
。
定
有
レ
誤
歟
、
後

賢
宜
レ
定（

６
）。」
な
ど
と
述
べ
て
、
自
身
の
解
釈
を
示
す
が
後
学
に
更
な
る
検
討
を
期
待
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
存
覚
の
註
釈
は
、
特
に
断
り
が
無
い
限
り
先
行
す
る
註
釈
書
の
義
に
依
っ
て
施
さ
れ
て
お
り
、
引
用
は
存

覚
所
覧
の
典
籍
に
忠
実
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 
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三
、『
六
要
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
外
典
 

『
六
要
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
は
大
半
が
内
典
で
あ
る
が
、
外
典
も
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
外
典
の
引
用
は
、
直
接
の

引
用
や
孫
引
き
（
他
の
典
籍
の
引
用
文
内
に
含
ま
れ
る
も
の
）、
そ
の
他
、
言
及
す
る
も
重
複
な
ど
の
理
由
に
よ
り
省
略
す
る
も
の
も

含
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（
７
）。 

 ①
経
書
、
並
び
に
そ
の
註
釈
書
類
 

『
論
語
』（
３
）
　
『
論
語
集
解
』（
１
）
　
『
論
語
義
疏
』（
１
） 

②
易
 

『
周
易
』（
１
） 

③
道
家
 

『
老
子
』（
１
）
　
『
抱
朴
子
』（
１
）
　
『
中
胎
』（
１
） 

④
史
書
、
並
び
に
そ
の
註
釈
書
 

『
漢
書
』（
１
）
　
『
漢
書
註
』（
１
） 

⑤
字
書
・
韻
書
類
 

『
玉
篇
』（
28
）
　
『
広
韻
』（
39
）
　
『
説
文
解
字
』（
５
）
　
『
爾
雅
』（
２
）
　
『
釈
名
』（
１
） 

⑥
詩
文
・
文
学
 

『
白
氏
文
集
』（
２
）
　
『
捜
神
記
』（
１
）
　
『
斉
諧
記
』（
１
） 
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⑦
そ
の
他
（
含
、
偽
疑
経
典
） 

『
淮
南
子
』（
１
）
　
『
尸
子
』（
２
）
　
『
風
俗
通
義
』（
１
）
　
「
一
曰
」（
１
）
　
『
老
子
化
胡
経
』（
１
）
　
『
広
志
』（
１
） 

『
周
書
異
記
』（
２
） 

 こ
の
よ
う
に
存
覚
は
『
教
行
信
証
』
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
漢
籍
を
幅
広
く
引
用
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
引
用
は
、
結
果
的
に

は
①
字
義
や
語
義
の
解
釈
、
②
「
信
文
類
」
所
引
の
『
楽
邦
文
類
』
に
関
す
る
引
用
、
③
「
化
身
土
文
類
」
所
引
の
『
弁
正
論
』
か
ら

孫
引
き
、
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
こ
こ
で
は
紙
数
の
都
合
上
、
①
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
い（

８
）。 

四
、
存
覚
『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
字
義
の
解
釈
に
つ
い
て
 

『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
外
典
引
用
文
の
内
、
①
字
義
や
語
義
の
解
釈
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
親
鸞
は
『
教

行
信
証
』
に
お
い
て
漢
字
に
註
を
つ
け
る
際
に
反
切
を
記
す
が
、
そ
れ
ら
の
反
切
が
い
か
な
る
字
書
・
韻
書
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い（

９
）。
一
方
、
存
覚
は
、
一
部
を
除
き
書
名
を
明
記
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
『
玉
篇
』『
説
文
解
字
』『
広

韻
』
等
の
字
書
・
韻
書
類
で
あ
る
が
、『
論
語
』
等
の
漢
籍
も
用
い
て
い
る
。
親
鸞
所
引
の
字
書
・
韻
書
同
様
、
存
覚
が
ど
の
よ
う
な

書
を
閲
覧
し
引
用
し
た
か
な
ど
は
現
状
特
定
不
可
で
あ
る
が
、『
六
要
鈔
』
の
基
礎
研
究
と
し
て
本
稿
に
お
い
て
は
、
存
覚
『
六
要
鈔
』

引
用
文
と
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
に
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
、『
玉
篇
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
以
下
、
頁
数
を
示
す
際
は

『
宋
版
玉
篇
』
と
す
る
。）
を
、『
広
韻
』
は
余
廼
永
註
『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
、『
説
文
解

字
』
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
説
文
真
本
』
汲
古
閣
蔵
板
（
以
下
、『
説
文
』
と
す
る
。）
を
用
い
た
。 

続
い
て
、
こ
れ
ら
が
『
六
要
鈔
』
ど
の
箇
所
で
何
を
註
釈
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
を
、
対
応
す
る
『
教
行
信
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証
』
の
巻
ご
と
に
確
認
す
る（

10
）。 

　「
総
序
釈
」 

は
じ
め
に
、「
総
序
釈
」
で
は
五
箇
所
、
外
典
に
よ
る
註
釈
が
み
ら
れ
る
。 

①
題
目
の
「
顕
」
の
解
釈
 

初
言
レ
「
顕
」
者
、『
広
韻
』
云
、「
呼
典
切
、
明
著
。」『
玉
篇
』
云
、「
虚
典
切
、
明
也
。」
     （『
聖
典
全
書
』
四
、
九
九
七
頁
） 

こ
こ
で
は
ま
ず
、
題
目
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」
に
あ
る
「
顕
」
の
字
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
『
広
韻
』『
玉
篇
』
を
引
く
。

『
広
韻
』
に
は
「
顕
、
明
也
、
著
也
、
光
也
、
覿
也
、
又
姓
『
風
俗
通
』
云
、
有
顕
甫
為
周
卿
。
呼
典
切
、
五（

11
）。」
と
あ
り
、
存
覚
は
ま

ず
反
切
を
記
し
、
続
い
て
所
釈
の
文
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報
を
抜
粋
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、

『
玉
篇
』
の
「
顕
」
の
項
に
は
「
虚
典
切
。『
詩
』
云
、
天
維
顕
思
。
顕
、
光
也
。
又
見
也
、
明
也
、
覿
也
、
著
也（

12
）。」

と
、『
広
韻
』
同

様
必
要
な
情
報
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。 

②
題
目
の
「
文
類
」
の
解
釈
 

言
二
「
文
類
」
一
者
、『
広
韻
』
云
、「
文
、
無
分
切
、
文
章
也
。
又
美
也
、
善
也
、
兆
也
。」『
玉
篇
』
云
、「
亡
文
切
、
文
章
也
。」

「
類
」
者
、『
広
韻
』
云
、「
力
遂
切
、
等
也
。」
種
類
相
似
。
類
下
聚
所
レ
明
二
其
教
行
証
一
之
文
上
故
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
九
九
七
頁
） 

次
に
、
同
じ
く
題
目
の
「
文
類
」
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
が
、『
広
韻
』
の
「
文
」
の
項
に
は
、「
文
章
也
、
又
美
也
、
善
也
、
兆
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也
、
亦
州
名
禹
貢
梁
州
之
域
自
戦
国
時
宋
及
斉
梁
皆
諸
羌
所
拠
後
魏
平
蜀
始
置
州
亦
姓
漢
有
廬
江
文
翁
。
無
分
切
、
十
六（

13
）。」

と
あ
る

こ
と
か
ら
、
前
項
と
同
様
に
反
切
を
先
に
記
し
、
必
要
な
箇
所
の
み
抜
粋
し
て
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
玉
篇
』
に
は
「
亡
分
切
。
文

章
也
。『
書
』
云
、
聦
明
文
思（

14
）。」
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
前
項
の
①
と
同
様
で
あ
る
。 

次
に
「
類
」
に
つ
い
て
は
、『
広
韻
』
に
「
類
、
善
也
、
法
也
、
等
也
、
種
也
。『
説
文
』
云
、
種
類
相
似
唯
犬
為
甚
従
犬
■
。
力
遂

切
、
九
。」
と
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
「
等
」
意
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
存
覚
は
書
名
を
出
し
て
い
な
い
が
、「
種
類
相
似
」
と

『
広
韻
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
説
文
』
を
引
く（

15
）。「
類
」
の
項
で
は
『
玉
篇
』
を
引
い
て
い
な
い
が
、『
玉
篇
』
に
は
「
律
位
切
。

獣
名
、
種
類
也
、
法
也
。」
と
あ
り
、『
広
韻
』
の
引
用
で
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

③
撰
号
の
「
述
」
の
解
釈
 

「
述
」
者
、『
広
韻
』
云
、「
食
聿
切
、
著
述
也
。」『
説
文
』「
循
也
、
又
作
也
。」『
玉
篇
』
云
、「
視
律
切
、
循
也
。」
上已
　
於
二
上

訓
中
一
不
レ
依
二
作
義
一
、
且
依
二
循
義
一
。
故
不
レ
云
レ
作
、
是
卑
謙
義
。『
論
語
』
第
四
述
而
篇
云
、「
子
曰
、
述
而
不
レ
作
、
信
而
好
　

レ
古
、
窃
比
二
我
於
老
彭
一
。」『
註
』（『
論
語
集
解
』）
云
、「
包
氏
曰
、
老
彭
殷
賢
大
夫
也
、
好
述
二
古
事
一
、
我
若
二
老
彭
一
矣
、
但

述
レ
之
耳
也
。」
上已
　
同
『
疏
』（『
論
語
義
疏
』）
云
、「
述
而
者
明
二
孔
子
行
教
一
。
但
述
二
堯
舜
一
。
自
比
二
老
彭
一
而
不
二
制
作
一
者

也
。」
上已
                                                                                                                     （『
聖
典
全
書
』
四
、
九
九
九
頁
） 

次
に
、「
総
序
」
撰
号
「
述
」
の
字
義
の
解
釈
で
は
、
存
覚
は
字
書
意
外
に
『
論
語
』
と
そ
の
註
釈
書
を
用
い
て
い
る
。
順
を
追
っ

て
見
て
い
く
と
、「
述
」
の
項
は
『
広
韻
』
の
「
術
」
部
（
食
聿
切
）
に
分
類
さ
れ
、「
述
。
著
述
。『
説
文
』
循
也
、
又
姓
『
風
俗
通
』

云
魯
大
夫
仲
述
之
後
也（

16
）。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
説
文
』
に
関
し
て
は
、「
述
」
の
項
に
「
作
」
の
字
義
は
確
認
で
き
な
い（

17
）。 

『
聖
典
全
書
』
第
四
巻
、
相
伝
篇
上
や
、『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
、
宗
祖
篇
で
は
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
「
又
作
也
。」
ま
で
を
『
説

文
』
の
引
用
と
し
て
い
る
が
、
参
照
し
た
本
に
は
そ
の
記
載
が
無
く
疑
問
が
残
る
。
こ
の
部
分
だ
け
で
判
断
は
出
来
な
い
が
、
他
の
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『
説
文
』
引
用
文
と
合
わ
せ
て
検
証
す
る
と
、
存
覚
は
『
説
文
』
を
見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
後
に
詳
述
す
る
。 

続
い
て
『
玉
篇
』
に
は
「
視
律
切
。
循
也
。
作
也
。『
論
語
』
曰
、
述
而
不
作
。」
と
あ
り
、
傍
線
部
が
一
致
す
る
。
ま
た
『
玉
篇
』

に
は
『
論
語
』
の
引
用
が
あ
り
、
存
覚
は
『
論
語
』
本
文
と
、
そ
の
註
釈
書
で
あ
る
『
論
語
集
解
』『
論
語
義
疏
』
を
引
用
し
「
述
」

の
解
釈
の
補
足
を
し
て
い
る
。 

④「
捷
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

言
「
捷
径
」
者
、
速
疾
道
也
。『
宋
韻
』
云
、「
捷
、
疾
葉
切
、
獲
也
、
次
也
、
疾
也
、
剋
也
、
勝
也
、
成
也
。『
説
文
』、
猟
也
、

軍
獲
得
也
。」
                                                                                                          （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
〇
六
頁
） 

次
に
、
捷
径
の
語
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
自
身
の
言
葉
で
意
味
を
述
べ
て
、『
広
韻
』『
玉
篇
』
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い

る
。『
広
韻
』
に
は
、「
捷
。
獲
也
、
佽
也
、
疾
也
、
剋
也
、
勝
也
、
成
也
。『
説
文
』
曰
、
猟
也
、
軍
獲
得
也
。『
春
秋
伝
』
曰
、
斉
人

来
献
戎
捷
又
姓
『
漢
書
芸
文
志
』
捷
子
斉
人
著
書
。
疾
葉
切
、
八
。」
と
あ
る
が
、『
春
秋
伝
』
以
前
の
記
述
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
ま

ず
反
切
を
先
に
示
し
字
義
を
引
用
す
る
形
式
は
①
等
と
同
様
で
あ
る
。
次
に
、『
説
文
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、『
説
文
』
の

「
捷
」
の
項
に
「
猟
也
。
軍
獲
得
也
。
従
手
疌
声
。『
春
秋
伝
』
曰
、
斉
人
来
献
戎
捷
。
疾
葉
切（

18
）。」
と
あ
る
が
、『
広
韻
』
所
引
の
範
囲

で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
存
覚
は
『
楽
邦
文
類
』
巻
二
の
文
を
引
き
補
足
し
て
い
る
。 

⑤「
夏
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

「
夏
」『
宋
韻
』
云
、「
大
也
、
又
諸
。」「
夏
」
一
曰
、「
中
国
之
人
。」
上已

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
〇
七
頁
） 

次
に
、「
教
文
類
」
末
の
「
東
夏
・
日
域
師
釈
」
の
「
夏
」
の
字
を
註
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
『
広
韻
』
を
引
く
が
、『
広
韻
』
の
下

部
、
夏
の
項
に
は
、「
夏
。
大
也
、
又
諸
。
夏
亦
州
名
秦
属
上
郡
漢
分
置
朔
方
郡
晋
末
赫
連
勃
勃
於
州
称
大
夏
為
後
魏
所
滅
置
鎮
又
改
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為
夏
州
。
又
胡
駕
、
古
下
二
切（

19
）。」

と
あ
り
、
当
然
『
教
行
信
証
』
当
該
箇
所
の
「
東
夏
」
は
中
華
の
一
地
方
の
名
を
指
す
の
で
は
な

い
た
め
、
冒
頭
の
字
義
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、『
玉
篇
』
の
「
夏
」
の
項
に
は
、「
胡
仮
切
。
中
国
也
。
大
也
。
又
胡
嫁

切
。
冬
夏
也
。
又
加
下
切
。
陽
夏
県
名（

20
）。」
と
あ
る
が
存
覚
は
こ
れ
を
引
用
し
て
い
な
い
。『
教
行
信
証
』
の
文
面
で
は
、『
玉
篇
』
の

「
胡
仮
切
。
中
国
也
。
大
也
。」
の
引
用
で
解
釈
出
来
る
と
考
え
る
が
、
存
覚
は
「
一
曰
」
と
し
て
、
出
典
は
不
明
で
あ
る
「
中
国
之

人
」
の
説
あ
り
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
説
文
』
の
夊
部
に
あ
る
「
夏
」
の
項
の
記
述
と
一
致
す
る（

21
）。 

　「
教
文
類
釈
」 

次
に
、「
教
文
類
釈
」
で
は
、
外
典
に
よ
る
字
義
の
註
釈
が
一
箇
所
み
ら
れ
る
。 

⑥「
矜
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

「
矜
哀
三
界
」
者
、
憬
興
（『
述
文
賛
』
巻
中
）
云
、「
矜
亦
憐
也
」。「
矜
」『
宋
韻
』
云
、「
拱
陵
切
、
矛
柄
。」
一
曰
、「
愍
也
、

荘
也
、
憐
也
。」
                                                                                                      （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
二
〇
頁
） 

存
覚
は
、『
教
行
信
証
』
所
引
の
『
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
大
経
』
と
す
る
。）
を
註
釈
す
る
際
に
、
浄
影
寺
慧
遠
『
無
量
寿
経
義

疏
』
と
新
羅
浄
土
教
諸
師
の
『
大
経
』
註
釈
書
を
用
い
て
い
る
。「
教
巻
」
で
は
、『
大
経
』
引
用
文
中
、「
矜
哀
」
の
語
を
釈
す
る
に

あ
た
っ
て
、
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』（
以
下
、『
述
文
賛
』
と
す
る
。）
を
引
き
「
矜
」
を
「
憐
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
が
、

『
広
韻
』
等
に
よ
っ
て
補
足
を
し
て
い
る
。『
広
韻
』
の
兢
部
「
矜
」
の
項
に
は
、「
矜
。
本
矛
柄
也
、
巨
巾
切
。
字
■
借
為
矜
憐
字（
22
）。」

と
あ
る
が
、
存
覚
所
引
の
『
広
韻
』
と
反
切
の
表
記
は
異
な
っ
て
い
る
。
存
覚
は
こ
の
部
分
で
『
玉
篇
』
を
引
い
て
い
な
い
が
、
確
認

し
て
み
る
と
『
玉
篇
』
の
「
矜
」
の
項
に
は
「
同
上
。
又
居
陵
切
。
自
賢
也（

23
）。」
と
あ
り
、
直
前
の
「
■
」
の
項
に
は
「
渠
巾
切
。
矛
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柄
也
。」
と
あ
る
。『
広
韻
』
の
中
、
存
覚
が
反
切
に
用
い
て
い
る
「
拱
」
の
項
を
確
認
す
る
と
「
居
悚
切
」
と
あ
り
、
声
母
に
用
い
る

字
は
『
玉
篇
』
の
声
母
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
誤
写
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
別
系
統
の
本
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
字
義
は
同
じ
で
あ
る
。 

更
に
、
存
覚
は
「
一
曰
」
と
し
て
、
一
文
を
引
く
が
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
に
依
る
の
か
は
不
明
で
あ
る（

24
）。 

　「
行
文
類
釈
」 

次
に
「
行
文
類
釈
」
で
は
、『
教
行
信
証
』
六
巻
中
、
巻
ご
と
で
最
も
多
い
十
一
箇
所
で
外
典
に
よ
っ
て
字
義
を
解
釈
す
る
。 

⑦「
称
揚
」「
咨
嗟
」
の
解
釈
 

言
二
「
称
揚
」
一
者
、「
称
」『
玉
篇
』
云
、「
歯
証
切
、
遂
也
。
歯
陵
切
、
讃
也
。」
上已
　
今
用
二
讃
義
一
。
又
（『
玉
篇
』）
云
、「
揚
、

与
章
切
。」『
広
韻
』
云
、「
音
揚
、
飛
挙
也
、
明
也
。」
上已
　
言
二
「
称
名
」
一
者
、
此
非
二
称
念
一
。
今
称
二
揚
彼
名
号
一
義
也
。
言
二

「
咨
嗟
」
一
者
、
憬
興
（『
述
文
賛
』
巻
中
）
云
、「
咨
者
讃
也
、
嗟
者
嘆
也
。」
上已
　
『
広
韻
』
云
、「
咨
即
夷
切
、
嗟
也
、
謀
也
。」

『
玉
篇
』
云
、「
子
祗
切
、
謀
也
、
嗟
也
。」『
広
韻
』
云
、「
嗟
、
子
邪
切
、
咨
也
、
嘆
也
、
痛
惜
也
。」 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
三
五
頁
） 

「
行
巻
」
大
行
釈
冒
頭
の
親
鸞
自
釈
に
出
さ
れ
る
、
第
十
七
願
の
願
名
中
の
「
称
揚
」「
咨
嗟
」
の
語
を
を
解
釈
す
る
。「
称
」
に
つ

い
て
『
玉
篇
』
に
は
「
歯
証
切
。
又
歯
陵
切
。『
説
文
』
云
、
銓
也（

25
）。」
と
あ
り
、
反
切
は
同
一
で
あ
る
が
、『
六
要
鈔
』
で
は
『
玉
篇
』

に
な
い
字
義
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
広
韻
』
に
も
遂
や
讃
の
字
義
は
確
認
で
き
な
い（

26
）。 

次
に
、「
揚
」
に
つ
い
て
は
『
玉
篇
』
に
「
与
章
切
。
挙
也（

27
）。」
と
あ
る
が
、
存
覚
は
反
切
の
み
を
引
く
。
続
い
て
『
広
韻
』
に
は
、
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「
揚
。
挙
也
、
説
也
、
導
也
、
明
也
、
又
州
名
禹
貢
曰
淮
海
惟
揚
州
李
巡
曰
江
南
之
気
躁
勁
厥
性
軽
揚
故
曰
揚
州
。」
と
あ
る
が
「
飛
挙

也
」
と
記
述
は
な
い（

28
）。 

続
い
て
「
咨
嗟
」
の
語
で
あ
る
が
、「
咨
」
は
『
広
韻
』
に
は
、「
咨
。
嗟
也
、
謀
也
。
即
夷
切
、
十
五（

29
）。」
と
あ
り
、『
六
要
鈔
』
と

一
致
す
る
。『
玉
篇
』
に
は
「
子
祗
切
。
謀
也
。『
書
』
云
、
帝
曰
咨
汝
羲
■
和
。
又
咨
嗟
也（

30
）。」
と
あ
る
。
次
に
、「
嗟
」
は
『
広
韻
』

に
、「
咨
也
。
子
邪
切
、
十
二
。」
と
あ
り
、『
六
要
鈔
』
に
あ
る
「
嘆
也
、
痛
惜
也
。」
は
み
ら
れ
な
い（

31
）。 

⑧「
蜎
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

言
二
「
蜎
飛
」
一
者
、
畜
生
蠢
々
之
種
類
也
。「
蜎
」『
玉
篇
』
云
、「
於
犬
於
沿
二
切
、
蜀
貌
蠕
。」『
広
韻
』
云
、「
而
兌
切
、
蟲

動
。」
                                                                                                                    （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
四
一
頁
） 

次
に
「
蜎
飛
」
の
「
蜎
」
に
つ
い
て
『
玉
篇
』
に
は
「
於
犬
於
沿
二
切
。
蜀
皃（　 32

）　。」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。『
広
韻
』
に
は
、

「
蜎
。
蜎
蠉
。
又
毆
泫
切（

33
）。」
と
あ
り
、『
六
要
鈔
』
の
記
述
と
は
異
な
っ
て
い
る
。 

⑨「
無
顧
」
の
語
義
に
つ
い
て
 

「
無
顧
悪
人
破
他
勝
徳
」
者
、
同
『
註
』（『
註
十
疑
論
』）
云
、「
濁
世
悪
人
、
見
二
修
道
者
一
不
レ
能
レ
成
二
人
之
一
美
、
反
二
宣
毀
破
之

言
一
。」
上已
『
漢
書
註
』
云
、「
江
淮
之
間
、
謂
小
兒
子
多
レ
詐
狡
獪
名
二
無
顧
一
。」
上已
　
如
下
彼
身
子
逢
二
乞
眼
縁
一
退
中
菩
薩
行
上
、
是

其
類
也
。
                                                                                                               （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
四
八
頁
） 

親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』「
行
文
類
」
大
行
釈
に
お
い
て
『
論
註
』
上
巻
冒
頭
の
文
（
龍
樹
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
引
用
文
）
を
引
用
す

る
。
無
仏
五
濁
の
世
に
あ
っ
て
難
行
道
と
い
わ
れ
る
道
に
よ
っ
て
不
退
の
位
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
が
五
つ
挙
げ
ら
れ
る
が
、
三

番
目
の
「
無
顧
悪
人
破
他
勝
徳
」
に
つ
い
て
の
註
釈
箇
所
で
あ
る
。 
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こ
こ
で
存
覚
は
、
八
世
紀
前
半
の
成
立
と
さ
れ
る
『
浄
土
十
疑
論
』（
以
下
、『
十
疑
論
』
と
す
る
。）
の
註
釈
書
で
あ
る
澄
彧
『
註

浄
土
十
疑
論
』（
以
下
、『
註
十
疑
論
』
と
す
る
。）
と
顔
師
古
『
漢
書
注
』
を
引
用
す
る
。
ま
ず
こ
の
文
で
あ
る
が
、『
六
要
鈔
』
に
引

か
れ
る
『
註
十
疑
論
』
か
ら
『
漢
書
注
』
ま
で
の
一
連
の
文
が
『
註
十
疑
論
』
に
み
え
る（

34
）。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
所
釈
の
文
は
『
論

註
』
の
一
節
で
あ
る
。『
六
要
鈔
』
は
、
浄
土
宗
第
三
祖
良
忠
著
作
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
る（

35
）が
、
良
忠
が
著
し
た
『
論
註
』
註
釈

書
で
あ
る
『
往
生
論
註
記
』
に
も
一
連
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る（

36
）。『

十
疑
論
』
は
、
曇
鸞
、
道
綽
、
善
導
等
の
思
想
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
る
が（

37
）、
直
接
的
に
『
論
註
』
を
註
釈
し
た
書
籍
で
は
な
く
、
存
覚
が
『
往
生
論
註
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
註
釈
し
た
可
能
性
が

指
摘
で
き
る
。 

⑩「
衎
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

言
「
蓋
上
衍
之
極
致
」
者
、
流
布
本
「
衍
」、
今
為
二
「
衎
」
字
一
、
有
二
異
本
一
歟
。「
衍
」『
宋
韻
』
云
、「
易
浅
切
、
達
也
、
又
大

衍
易
数
也
。」
今
言
レ
衍
者
非
二
此
等
訓
一
、
是
梵
語
也
。
此
為
二
乗
義
一
、
摩
訶
衍
者
是
大
乗
故
。「
衎
」『
玉
篇
』
云
、「
口
且
切
、

衎
楽
也
。」『
広
韻
』
云
、「
苦
旰
切
、
楽
也
。」
又
云
、「
空
旱
切
、
信
言
也
。」
今
用
レ
衍
者
、
上
即
上
乗
、
衎
即
信
言
、
信
二
此
論

説
一
可
レ
生
二
安
楽
一
之
義
而
已
。
                                                                                  （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
四
九
頁
） 

次
に
、『
論
註
』
引
文
中
の
「
衍
」
の
字
義
に
つ
い
て
、
存
覚
は
ま
ず
所
覧
の
『
教
行
信
証
』
と
流
布
本
の
『
論
註
』
を
比
較
し
字

の
違
い
を
指
摘
、
両
方
の
字
に
つ
い
て
註
を
記
し
て
い
る
。
ま
ず
、『
玉
篇
』
に
「
衍
」
の
項
は
確
認
で
き
な
い
。『
広
韻
』
に
は
演
部

（
反
切
は
以
浅
切
。）
に
、「
衍
。
達
也
、
亦
姓
字
統
云
水
朝
宗
於
海
故
従
水
行（

38
）。」
と
あ
る
が
、
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
「
衎
」

の
字
義
に
つ
い
て
は
、『
玉
篇
』
に
「
口
旦
切
。
楽
也
。『
詩
』
曰
、
嘉
■
式
宴
以
衎
。」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。『
広
韻
』
に
つ
い

て
は
「
衎
。
信
言
。
又
苦
汗
切
。」
と
あ
り
、
字
義
は
一
致
し
て
い
る
。 

浄土真宗総合研究 15

87

15号_念校.qxp_総合研究  2022/03/22  10:02  ページ 87



⑪「
航
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

言
二
「
風
航
」
一
者
、「
航
」『
玉
篇
』
云
、「
何
当
切
、
船
也
。」『
広
韻
』
云
、「
洪
郎
切
、
船
也
。」 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
四
九
頁
） 

続
い
て
、
同
じ
く
『
論
註
』
引
用
文
中
の
「
航
」
に
つ
い
て
、『
玉
篇
』
に
は
「
何
唐
切
。
船
也（　 39

）　。」
と
あ
り
、
反
切
に
用
い
る
字
の

違
い
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、『
広
韻
』
に
は
「
航
。
船
也
。
胡
郎
切
、
十
八（

40
）。」

と
あ
り
、
こ
ち
ら
も
反
切
の
文
字
に
違

い
が
み
ら
れ
る
が
、『
玉
篇
』
と
同
義
で
あ
る
。 

⑫「
督
」
の
字
の
註
に
つ
い
て
 

「
督
」
字
註
者
、『
広
韻
』
詞
也
、
同
詞
又
云
、「
察
也
、
目
痛
、
又
姓
。」
又
『
玉
篇
』
云
、「
都
谷
切
、
正
也
、
目
痛
也
。」
此
等

訓
中
、
今
釈
可
レ
叶
二
正
勧
義
一
耶
。
                                                                             （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
四
九
頁
） 

親
鸞
は
、『
論
註
』
引
用
文
中
の
督（

41
）の
字
に
「
勧
也
、
率
也
、
正
也
、
俗
作
督
。」
と
註
を
記
し
て
い
る
が
、
存
覚
は
こ
れ
を
『
広

韻
』
の
文
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。『
広
韻
』
に
は
、「
督
。
率
也
、
勧
也
、
正
也
。『
説
文
』
察
也
、
一
曰
目
痛
也
、
又
姓
、『
風
俗
通
』

云
漢
有
五
原
太
守
督
□（

42
）、
俗
作
督（

43
）。」
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
玉
篇
』
に
は
、「
都
谷
切
。
正
也
。『
説
文
』
云
、
察
也
。
一
曰
、
目

痛
也（　 44

）　。」
と
あ
る
が
、
存
覚
は
『
説
文
』
の
書
名
を
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
字
義
の
中
で
、
存
覚
は
「
正
」
と
「
勧
」
の
義
が
相

応
し
い
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。 

⑬「
覚
」
の
字
の
解
釈
 

「
不
覚
」
等
者
、
示
二
頓
悟
理
一
。
同
下
句
云
、「
大
小
僧
祇
恆
沙
劫
、
亦
如
二
弾
指
須
臾
間
一
。」
上已
　
『
往
生
礼
讃
』
日
中
讃
云
、

「
無
二
心
領
納
一
自
然
知
。」
上已
　
是
其
謂
也
。
但
「
覚
」
字
註
者
「
教
音
」、
此
有
二
二
音
一
。『
玉
』
云
、「
有
楽
切
、
寤
也
、
大
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也
。」『
宋
』
云
、「
古
孝
切
、
睡
寤
、
曰
二
覚
醒
一
、
省
也
。」
                                           （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
六
一
頁
） 

「
行
文
類
」『
般
舟
讃
』
引
用
文
中
「
不
覚
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
存
覚
は
、
同
じ
く
『
般
舟
讃
』
と
『
往
生
礼
讃
』『
玉
篇
』『
広

韻
』
に
よ
っ
て
註
釈
す
る
。
親
鸞
は
、「
覚
」
に
「
教
音
」
と
註
を
記
し
て
い
る
が
、
部
首
に
よ
っ
て
字
を
分
類
す
る
『
玉
篇
』
で
は
、

「
古
楽
切
」
の
一
音
の
み
出
さ
れ
て
お
り
、「
古
楽
切
。
寤
也
。『
詩
』
曰
、
有
覚
徳
行
。
覚
大
也（　 45

）　。」
と
、
字
義
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

『
広
韻
』
に
は
、
教
部
と
覚
部
に
あ
り
、
親
鸞
が
示
す
教
部
に
は
「
覚
、
睡
覚
。
又
音
角（

46
）。」

と
あ
る
が
、『
六
要
鈔
』
の
記
述
と
は
異

な
っ
て
い
る
。 

⑭「
六
字
釈
」
に
お
け
る
「
説
」「
命
」「
必
」
の
解
釈
 

「
爾
者
」
以
下
八
行
余
者
、
私
被
レ
得
二
上
「
言
南
無
者
」
之
文
意
一
釈
。「
南
無
」
等
者
、
於
二
「
帰
」
之
字
一
、「
至
」
幷
「
説
」
意

未
三
勘
二
得
之
一
。「
説
」
字
之
音
、『
玉
篇
』・『
広
韻
』
同
レ
註
、
三
音
今
有
二
二
音
一
、
略
二
「
始
悦
反
」
一
、
此
是
常
音
、
勿
論
故

也
。「
告
」・「
述
」・「
宣
」
訓
、
載
在
二
『
広
韻
』
一
。「
命
」
字
之
訓
、『
玉
篇
』
中
有
二
「
教
」・「
令
」・「
使
」
註
一
、『
広
韻
』
中

出
二
「
使
」・「
教
」・「
召
」
訓
一
。「
業
」・「
招
引
」・「
使
」・「
道
」・「
信
」・「
計
」
等
、
追
可
レ
勘
レ
之
。「
必
」
字
之
註
『
広
韻
』

文
也
。
                                                                                                                   （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
六
一
頁
） 

次
に
、「
六
字
釈
」
の
註
釈
で
あ
る
が
、
善
導
は
『
観
無
量
寿
経
』「
下
下
品
」
に
説
か
れ
る
十
念
の
称
名
を
唯
願
無
行
で
あ
り
別
時

意
と
批
判
す
る
摂
論
学
派
に
対
し
て
、「
玄
義
分
」
に
お
い
て
、 

言
二
南
無
一
者
、
即
是
帰
命
、
亦
是
発
願
回
向
之
義
。
言
二
阿
弥
陀
仏
一
者
、
即
是
其
行
。
以
二
斯
義
一
故
必
得
往
生（

47
）。 

と
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
は
願
と
行
が
具
足
し
て
お
り
、
必
ず
往
生
を
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

親
鸞
は
、
こ
の
文
を
「
行
巻
」
に
引
用
す
る
が
、
そ
こ
で
は
独
自
の
六
字
解
釈
を
示
す
。
善
導
で
は
、「
帰
命
」
は
衆
生
が
仏
に
帰

依
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
発
願
回
向
」
は
衆
生
が
浄
土
へ
生
ま
れ
た
い
と
の
願
い
を
起
こ
し
自
身
の
善
根
を
浄
土
へ
振
り
向
け
る
こ
と
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を
意
味
す
る
が
、
親
鸞
は
「
帰
命
」
を
「
本
願
招
喚
の
勅
命
」
で
あ
り
「
発
願
回
向
」
を
如
来
が
衆
生
を
往
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
願
心

で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
如
来
か
ら
衆
生
へ
の
は
た
ら
き
と
解
釈
す
る
。 

存
覚
は
、
親
鸞
が
示
す
字
訓
を
『
玉
篇
』『
広
韻
』
に
て
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
説
」
の
字
に
つ
い
て
、『
広
韻
』
に

は
「
悦
」「
税
」「
説
」
の
三
箇
所
（
三
つ
の
音
）
に
そ
れ
ぞ
れ
「
説
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
存
覚
所
覧
の
『
広
韻
』
に
も
同
じ

よ
う
に
三
箇
所
に
記
述
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
親
鸞
が
そ
の
三
音
の
中
「
悦
」「
税
」
の
音
を
註
記
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。「
告
」・「
述
」・「
宣
」
の
三
字
に
つ
い
て
は
、
存
覚
が
述
べ
る
よ
う
に
『
広
韻
』
の
「
説
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
親
鸞
が

「
説
」
の
字
に
つ
い
て
、
音
を
略
し
字
義
の
み
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
常
の
音
で
あ
り
論
じ
る
ま
で
も
な
い
た
め
親
鸞
は

略
し
た
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
存
覚
は
検
討
を
重
ね
る
が
、「
至
」
の
解
釈
と
と
も
に
「
未
三
勘
二
得
之
一
」
と
し
て
自

身
の
解
釈
を
出
し
て
い
な
い
。 

続
い
て
、「
命
」
の
註
の
中
、「
教
」・「
令
」・「
使
」「
教
」・「
召
」
に
つ
い
て
は
、
存
覚
が
指
摘
す
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
『
玉
篇
』

『
広
韻
』
中
に
確
認
出
来
る（

48
）が
、
そ
の
他
の
訓
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
六
時
釈
中
の
「
必
」
の
字

の
訓
も
、
存
覚
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
広
韻
』
に
確
認
出
来
る（

49
）。 

以
上
の
よ
う
に
、
存
覚
は
親
鸞
が
示
す
字
訓
を
『
玉
篇
』『
広
韻
』
で
検
討
す
る
が
、
親
鸞
が
「
南
無
」
を
「
本
願
招
喚
の
勅
命
」

と
解
釈
し
た
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
存
覚
は
、
前
に
親
鸞
が
引
用
す
る
前
述
の
善
導
「
玄
義
分
」
六
字
釈
の
文
に
つ
い
て
も
言

及
し
て
お
ら
ず
、
苦
心
し
て
検
討
す
る
も
執
筆
段
階
で
解
釈
を
示
す
こ
と
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

「
信
文
類
釈
」 

「
信
文
類
釈
」
で
は
、
外
典
に
よ
る
字
義
の
註
釈
が
三
箇
所
み
ら
れ
る
。 
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⑮「
淳
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

又
窺
二
字
訓
一
、「
淳
」『
玉
篇
』
云
、「
之
純
、
是
倫
二
切
、
淑
也
。」『
広
韻
』
云
、「
常
倫
切
、
清
也
、
朴
也
。」
依
二
此
等
訓
一
、

可
レ
通
二
不
善
・
不
浄
・
不
直
等
之
義
一
歟
。
註
「
常
偸
反
」、「
偸
」
字
恐
非
、
書
生
誤
歟
。
可
レ
如
二
『
広
韻
』
一
。 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
〇
一
頁
） 

大
信
釈
『
論
註
』
引
文
中
、「
淳
」
の
字
の
註
釈
で
あ
る
。『
玉
篇
』
の
「
淳
」
の
項
に
は
「
同
上
」
と
あ
り
、
直
前
の
「
■
」
の
項

に
「
之
純
是
倫
二
切
。
沃
也
、
清
也
、
■
淑
也（　 50

）　。」
と
あ
る
。『
広
韻
』
で
は
「
純
」
の
字
音
の
十
三
字
の
一
で
あ
り
反
切
は
「
常
倫

切
」
と
な
る
。
註
釈
は
、「
淳
。
清
也
、
朴
也
、
又
姓
何
氏
姓
苑
云
今
呉
人（

51
）。」
と
あ
り
、
両
書
と
も
一
致
す
る
。 

⑯「
忤
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

次
大
師
釈
、
総
有
二
八
文
一
。
初
釈
之
中
「
唯
恨
」
等
者
、
誡
レ
疑
勧
レ
信
示
二
其
冥
応
自
然
不一レ
忤
。「
忤
」『
玉
篇
』
云
、「
五
故
切
、

逆
也
。」
                                                                                                                 （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
四
三
頁
） 

真
仏
弟
子
釈
、
善
導
『
般
舟
讃
』
引
文
中
「
忤
」
の
字
義
の
註
釈
で
あ
る
。『
玉
篇
』
に
は
「
五
故
切
。
逆
也（　 52

）　。」
と
あ
り
、『
六
要

鈔
』
と
一
致
す
る
。 

⑰「
蔡
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

言
二
「
蔡
華
」
一
者
、
是
蓮
花
名
。
依
二
『
論
語
』
意
一
、「
蔡
」
者
亀
也
。
意
亀
所
レ
遊
之
花
故
即
云
レ
亀
、
其
体
蓮
花
。
花
中
蓮
勝
、

蓮
花
之
中
此
花
殊
勝
。
宜
哉
、
此
花
、
経
為
二
題
目
一
、
仏
亦
為
レ
眼
、
豈
比
二
凡
種
一
。
而
仏
世
尊
以
二
念
仏
人
一
、
譬
二
此
好
花
一
。

尤
足
レ
為
レ
奇
。
                                                                                                        （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
四
六
頁
） 

真
仏
弟
子
釈
に
お
け
る
善
導
『
観
経
疏
』
引
文
中
、「
分
陀
利
華
」
の
異
名
で
あ
る
「
蔡
華
」
の
解
釈
で
あ
る
。
存
覚
が
依
拠
す
る
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『
論
語
』
に
は
、「
公
冶
長
第
五
」
に
「
子
曰
、
臧
文
仲
居
レ
蔡
、
山
レ
節
藻
レ
梲
。
何
如
其
知
也
。」
と
あ
り
、
こ
の
「
蔡
」
は
占
い
に
用

い
ら
れ
た
亀
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
存
覚
は
「「
蔡
」
者
亀
也
。」
と
述
べ
る
。 

ま
た
、
こ
の
「
蔡
華
」
に
つ
い
て
の
註
釈
は
、
存
覚
以
前
の
仏
書
で
は
、
善
導
、
法
然
、
そ
の
門
下
の
書
物
に
見
ら
れ
る
が
、『
論

語
』
に
依
拠
す
る
の
は
管
見
の
限
り
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
み
で
あ
る
。『
伝
通
記
』
に
は
、 

蔡
華
者
。
即
是
蓮
華
。
但
蔡
華
名
振
レ
古
未
レ
決
。
近
有
二
儒
者
一
。
勘
二
得
此
義
一
。
謂
『
論
語
』「
公
冶
長
篇
」
註
云
、「
蔡
国
君
之

守
亀
云
云
」
此
文
蔡
者
、
霊
亀
之
号
也
。
出
二
蔡
地
一
。『
史
記
』「
亀
策
伝
」
云
、
亀
千
歳
乃
遊
二
蓮
華
之
上
一
云云
。
此
文
遊
華
者
。

蔡
所
レ
遊
之
華
。
千
歳
亀
即
是
霊
亀
故
也
。
以
二
『
史
記
』
文
一
案
二
今
釈
意
一
。
言
二
蔡
華
一
者
。
当
二
蓮
華
一
也
。 

（『
浄
全
』
二
、
四
三
五
頁
） 

と
あ
り
、
存
覚
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　「
証
文
類
釈
」 

「
証
文
類
釈
」
で
は
、
外
典
に
よ
る
字
義
の
註
釈
が
四
箇
所
み
ら
れ
る
。 

⑱「
稠
林
」
の
語
義
に
つ
い
て
 

言
二
「
稠
林
」
一
者
、「
稠
」『
玉
篇
』
云
、「
直
留
切
、
密
也
。」『
広
韻
』
云
、「
直
由
切
、
■
也
、
多
也
。」「
林
」『
玉
篇
』
云
、

「
力
金
切
、
平
土
有
二
叢
木
一
。」『
広
韻
』
云
、「
力
尋
切
、
地
上
有
二
叢
木
一
。」
故
「
稠
林
」
者
、
不
レ
謂
二
善
悪
一
喩
二
繁
多
義
一
。

『
十
地
論
』
云
、「
稠
林
者
衆
多
義
故
、
難
知
義
故
。」
上已
                                                 （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
七
七
頁
） 

還
相
回
向
釈
、
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
起
観
生
信
章
引
文
に
出
る
「
稠
林
」
の
語
の
註
釈
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
、「
稠
」
に
つ
い
て
は
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『
玉
篇
』『
広
韻
』
と
一
致
す
る（

53
）。
次
に
、「
林
」
の
字
義
に
つ
い
て
『
玉
篇
』『
広
韻
』
と
比
較
す
る
と
、
若
干
の
表
記
の
違
い
が
あ
る

も
の
の
ほ
ぼ
一
致
す
る（

54
）。
ま
た
、
こ
の
「
稠
林
」
の
語
は
仏
典
に
お
い
て
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
が
、
存
覚
は
良
忠
『
往
生
論
註
記
』
と

同
じ
く（

55
）『
十
地
論
』
に
よ
っ
て
補
足
し
て
い
る
。 

⑲「
擿
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

「
譬
如
」
等
者
、
喩
下
欲
二
利
他
一
先
得
二
自
利
一
之
令
然
上
レ

也
。「
擿
」『
玉
篇
』
云
、「
雉
戟
切
、
擿
投
也
、
棄
也
。」
上已
『
広
韻
』

云
、「
擲
直
炙
切
、
投
也
、
搔
也
、
振
也
。
擿
『
説
文
』
上
同
。」
上已
「
摘
」『
玉
篇
』
云
、「
多
革
切
、
拓
果
樹
実
。」
上已
『
広

韻
』
云
、「
陟
革
切
、
手
取
也
、
又
他
歴
切
。」
上已
　
或
本
両
所
共
用
二
「
擿
」
字
一
。
或
有
二
上
「
擿
」
下
「
摘
」
之
本
一
。「
擿
」・

「
摘
」
両
字
通
用
無
レ
咎
。
但
於
二
上
「
擿
」
一
、
本
書
多
本
記
「
聴
念
反
」、
皆
以
不
審
。
如
二
此
反
一
者
可
レ
在
二
去
声
五
十
五
・
六
、

艶
・
■
韻
一
。
而
於
二
彼
韻
一
更
無
二
此
字
一
、
恐
後
人
誤
載
二
此
反
一
歟
。
所
二
勘
載
一
之
字
書
之
反
、
足
為
二
指
南
一
。
後
賢
宜
レ
決
二
此

愚
意
一
也
。
                                                                                                             （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
九
二
頁
） 

同
じ
く
還
相
回
向
釈
、『
論
註
』
善
巧
摂
化
章
引
文
中
、「
擿
」「
摘
」
の
字
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』
当
該
箇
所
に
「
而
衆
生
未
尽
成
仏
、
菩
薩
已
自
成
仏
、
譬
如
火
擿
反聴
念
擿
字
排他
除暦
也反
　オト
クル
　タツ
クム
欲
擿
反聴
歴
一
切

草
木
焼
令
使
尽
、
草
木
未
尽
、
火
擿
已
尽
。」
と
『
論
註
』
を
引
用
す
る
が
、
存
覚
は
「
火
擿
」
の
「
擿
」
の
字
に
疑
問
を
呈
し
て
い

る
。
ま
ず
、
存
覚
は
『
論
註
』
諸
本
の
字
の
相
違
を
指
摘
、
こ
れ
ら
両
字
は
字
義
が
通
用
す
る
の
で
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
問
題
な
い
と

す
る
が
、
多
く
の
本
で
「
聴
念
反
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
不
審
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、『
広
韻
』
に
お
い
て
「
聴
念
反
」

は
去
声
の
五
十
五
・
五
十
六
番
目
、
艶
・
■
の
小
韻
で
あ
り
、「
擿
」
は
こ
れ
ら
に
属
し
な
い（

56
）。
結
果
、
存
覚
は
書
写
者
の
誤
り
か
と

推
測
す
る
も
後
賢
に
判
断
を
委
ね
て
い
る（

57
）。 
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⑳
五
果
門
中
「
宅
」「
屋
」
の
相
違
に
つ
い
て
 

問
。
初
科
之
中
、
云
二
「
安
心
宅
」、「
所
居
屋
宇
」
一
、「
宅
」「
屋
」
之
別
如
何
。
答
。「
宅
」『
広
韻
』
云
、「
瑒
伯
切
、
居
也
。

『
説
文
』
託
也
、
人
所
二
投
託
一
也
。『
釈
名
』
宅
択
也
、
択
二
吉
処
一
而
営
レ
之
也
。」「
屋
」『
玉
篇
』
云
、「
於
鹿
切
、
舎
也
、
又
王

屋
山
名
。『
広
韻
』
云
、
烏
谷
切
、
舎
也
、
具
也
。『
淮
南
子
』
曰
、
舜
築
牆
茨
屋
。『
風
俗
通
』
曰
、
屋
止
也
。」
以
此
二
字
訓
一
粗

加
二
愚
推
一
、
就
二
其
初
後
一
聊
配
当
歟
。
所
謂
「
宅
」
字
言
レ
投
云
レ
託
、
叶
二
初
至
義
一
。「
屋
」
字
云
レ
具
、
乃
是
具
足
、
止
即
止

住
。
案
二
両
字
義
一
、
始
終
義
也
。
                                                                               （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
九
九
頁
） 

続
い
て
、
同
じ
く
還
相
回
向
釈
『
論
註
』
引
文
中
、
利
行
満
足
章
に
説
か
れ
る
五
果
門
の
解
釈
で
あ
る
。
五
念
門
を
修
し
て
得
ら
れ

る
功
徳
を
五
果
門
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
第
三
宅
門
と
第
四
屋
門
の
相
違
に
つ
い
て
問
答
を
設
け
て
い
る
。
結
果
、
存
覚
は
『
広
韻
』

の
文
を
引
き
「
宅
」
と
「
屋
」
は
始
終
の
違
い
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
五
念
門
を
修
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
宅
門
」
と

は
、
初
め
て
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
果
と
し
、
ま
た
、「
屋
門
」
と
は
、
往
生
し
た
浄
土
に
止
ま
る
果
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
し
て

い
る
。 

㉑『
論
註
』「
園
林
遊
戯
地
門
」
の
解
釈
中
の
「
搏
」
の
註
釈
 

「
師
子
」
等
者
、「
師
子
」
猛
獣
、「
鹿
」
者
小
獣
、
搏
レ
之
最
易
。
故
譬
下
菩
薩
済
二
度
衆
生
一
得
中
其
自
在
神
通
力
上
也
。「
搏
」『
玉

篇
』
云
、「
補
洛
切
、
手
撃
也
。」『
広
韻
』
同
之
。
                                                       （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
二
〇
二
頁
） 

存
覚
は
、「
園
林
遊
戯
地
門
」
の
「
遊
戯
」
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、「
搏
」
に
つ
い
て
『
玉
篇
』『
広
韻
』
を
引
く
。『
論
註
』
に
示

さ
れ
る
「
遊
戯
」
の
二
義
の
う
ち
、
第
一
義
で
あ
る
菩
薩
が
衆
生
を
救
う
こ
と
が
獅
子
が
鹿
を
捕
ら
え
る
よ
う
に
自
在
で
あ
る
と
い
う

譬
え
を
註
釈
し
て
い
る
。 
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　「
真
仏
土
巻
」 

「
真
仏
土
文
類
釈
」
で
は
、
外
典
に
よ
る
字
義
の
註
釈
が
一
箇
所
み
ら
れ
る
。 

㉒「
鴆
鳥
」・「
犀
牛
」・「
魚
蚌
」
の
解
説
 

言
二
「
鴆
鳥
」
一
者
是
毒
鳥
也
。「
鴆
」『
玉
篇
』
云
、「
除
禁
切
、
其
羽
毒
、
酒
飲
即
死
。」『
広
韻
』
云
、「
直
禁
切
、
鳥
名
。『
広

志
』
云
、
大
如
レ
鴞
。
紫
緑
色
、
有
レ
毒
、
頸
長
七
八
寸
、
食
二
蛇
蝮
一
。
雄
曰
二
運
日
一
雌
名
二
陰
諧
一
。
以
二
其
毛
一
歴
二
飲
食
一
即
殺
　

レ
人
。」
言
二
「
魚
蚌
」
一
者
、「
蚌
」『
玉
篇
』
云
、「
步
項
切
、
蚌
蛤
。」『
広
韻
』
同
之
。
問
。
所
レ
言
「
鴆
鳥
」・「
犀
牛
」・「
魚

蚌
」、
各
二
類
歟
、
又
一
物
歟
。
答
。
此
有
二
差
別
一
。
鴆
鳥
非
レ
別
。
鴆
鳥
類
故
言
二
之
鴆
鳥
一
。
犀
又
牛
類
、
故
云
二
犀
牛
一
。
魚
蚌

是
別
。
魚
者
一
類
、
蚌
者
虫
類
。
魚
類
・
蚌
蛤
共
死
活
也
。
                                           （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
二
一
六
頁
） 

『
論
註
』「
総
説
分
」
観
察
門
で
は
、
仏
が
本
願
不
可
思
議
の
神
力
に
よ
っ
て
声
聞
に
無
上
道
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

親
鸞
は
こ
の
文
を
「
真
仏
土
釈
」
に
引
用
す
る
が
、
存
覚
は
、
こ
こ
に
出
る
「
鴆
鳥
」・「
犀
牛
」・「
魚
蚌
」
を
『
玉
篇
』『
広
韻
』
を

用
い
、
さ
ら
に
は
問
答
を
設
け
て
細
か
く
註
釈
し
て
い
る
。 

　「
化
身
土
巻
」 

「
化
身
土
文
類
釈
」
で
は
、
外
典
に
よ
る
字
義
の
註
釈
が
六
箇
所
み
ら
れ
る
。 
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㉓「
顕
彰
」
の
語
義
に
つ
い
て
 

「
顕
彰
」
等
者
、
問
。
於
二
顕
与一レ
彰
有
二
何
別
一
乎
。
答
。
今
釈
之
意
、
顕
帯
二
方
便
一
彰
標
二
実
義
一
。
隨
勘
字
訓
、「
顕
」『
広
韻
』

云
、「
呼
典
切
、
明
著
。」『
玉
篇
』
云
、「
虚
典
切
、
明
也
。」「
彰
」『
広
韻
』
云
、「
渚
良
切
、
明
也
。」『
玉
篇
』
云
、「
諸
揚
切
、

明
也
。」
彼
此
字
訓
雖
レ
似
無
レ
異
、
如
二
『
宋
韻
』
一
者
「
明
」
上
云
レ
「
著
」、
明
々
義
歟
。
軼
二
唯
云一レ
明
。
是
故
顕
二
属
分
明
顕
示

之
義
一
、
彰
字
聊
属
二
隠
示
義
一
歟
。
分
別
之
釈
非
無
由
耳
。
                                            （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
二
五
九
頁
） 

親
鸞
は
、
善
導
の
意
に
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
を
「
顕
彰
隠
密
」
の
義
よ
り
解
釈
す
る
が
、
存
覚
は
こ
の
「
顕
彰
」
の
語
に
註
釈

を
施
す
。
存
覚
は
、「
顕
」
と
「
彰
」
の
字
義
の
同
異
に
つ
い
て
問
答
を
設
け
、『
玉
篇
』『
広
韻
』
を
引
用
す
る
。
結
果
、「
顕
」
は
分

明
顕
示
の
義
で
あ
る
が
、「
彰
」
に
は
「
隠
」
の
義
が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。 

㉔「
忤
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

「
忤
」
者
、『
玉
篇
』
云
、「
五
故
切
、
逆
也
。」『
広
韻
』
云
、「
宜
故
切
、
逆
也
。」

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
二
八
九
頁
） 

「
信
文
類
釈
」
⑯
同
様
、『
般
舟
讃
』
引
用
文
中
の
「
忤
」
の
字
義
に
つ
い
て
『
玉
篇
』『
広
韻
』
に
つ
い
て
註
釈
を
し
て
い
る
。 

㉕「
睒
」
の
字
に
つ
い
て
 

「
爰
曰
千
五
百
年
」
等
者
、
本
書
之
中
無
「
爰
曰
」
字
、
有
二
異
本
一
歟
。「
拘
睒
弥
」
者
、
第
二
之
字
或
「
睒
」
或
「
■
」、
本
有
　

レ
異
歟
。「
睒
」『
玉
篇
』
云
、「
式
冉
切
、
暫
視
貌
。」『
広
韻
』
云
、「
失
染
切
、
暫
見
。」
上已
　
於
二
「
■
」
字
一
者
未
三
勘
二
見
之
一
。

又
此
国
名
俗
用
二
陝
音
一
。
旁
以
二
「
睒
」
字
一
可
レ
為
レ
正
乎
。
                                           （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
二
九
八
頁
） 

「
聖
道
釈
」
最
澄
『
末
法
灯
明
記
』
引
用
文
に
出
る
「
拘
睒
弥
国
」
に
つ
い
て
の
註
釈
で
あ
る
。「
拘
睒
弥
国
」
と
は
『
雑
阿
含
経
』

を
は
じ
め
多
く
の
仏
典
に
で
る
国
名
で
あ
る
。
存
覚
は
、「
睒
」
と
「
■
」
の
字
に
つ
い
て
、
陝
音
で
あ
る
「
睒
」
を
正
と
す
べ
き
で

96

存覚『六要鈔』における外典の引用について

15号_念校.qxp_総合研究  2022/03/22  10:02  ページ 96



は
な
い
か
と
述
べ
る（

58
）。 

㉖「
尹
喜
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
 

開
士
釈
中
所
言
喜
者
、
是
尹
喜
也
。『
老
子
』
序
云
、「
開
令
尹
喜
望
見
東
方
有
来
人
、
変
化
無
常
、
乃
謁
請
之
。
老
子
知
喜
入
道

於
是
留
与
之
言
。
喜
曰
、
子
将
隠
矣
。
強
為
我
著
書
。
於
是
老
子
著
上
下
二
篇
八
十
一
章
五
千
余
言
。
故
号
曰
老
子
経
也
。」
上已
 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
三
二
四
頁
） 

存
覚
は
、『
弁
正
論
』
に
出
る
「
喜
」
に
つ
い
て
『
老
子
』
引
き
、「
尹
喜
」
と
い
う
人
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

㉗「
還
」
の
字
義
に
つ
い
て
 

次
大
師
釈
、『
法
事
讃
』
下
六
方
段
終
、
上
方
讃
也
。「
還
舒
」
等
者
、「
還
」『
玉
篇
』
云
、「
胡
関
、
徐
宣
二
切
、
退
、
復
也
。」

『
広
韻
』
云
、「
戸
関
切
、
反
也
、
退
也
、
顧
也
、
復
也
。
又
音
旋
。」
今
言
レ
「
還
」
者
是
非
二
退
義
一
、
是
復
訓
也
。
対
二
上
五
方
一

今
言
レ
復
也
。
                                                                                                          （『
聖
典
全
書
』
四
、
一
三
三
二
頁
） 

「
外
教
釈
」『
法
事
讃
』
引
用
文
に
出
る
「
還
」
の
字
義
の
註
釈
で
あ
る
。
存
覚
は
、「
還
」
の
字
に
つ
い
て
『
玉
篇
』『
広
韻
』
を
引

き
、「
退
」
で
は
な
く
「
復
」
の
義
で
あ
る
と
註
釈
を
す
る
。 

㉘「
鬼
」
の
解
釈
 

次
神
智
師
釈
、
解
二
上
所
引
観
師
釈
一
也
。「
鬼
之
」
等
者
、
同
『
決
』
二
（
輔
行
）
云
、「『
爾
雅
』
云
、
鬼
者
帰
也
。『
尸
子
』

曰
、
古
者
名
二
死
人
一
為
二
帰
人
一
。
又
云
、
人
神
曰
レ
鬼
、
地
神
曰
レ
祇
、
天
神
曰
レ
霊
。」
上已
　
今
智
師
意
、
摸
二
此
釈
一
歟
。
但
所
　

レ
欠
者
人
神
之
釈
、
又
所
レ
違
者
天
神
云
レ
鬼
云
レ
霊
異
也
。
言
二
「
尸
子
」
一
者
外
書
名
也
。『
爾
雅
』
之
文
云
、「
鬼
者
帰
」、『
尸
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子
』
之
言
云
レ
「
名
二
帰
人
一
」。
蓋
是
俗
典
不
レ
談
二
生
死
解
脫
理
一
故
、
以
レ
趣
二
黄
泉
一
称
云
二
帰
泉
一
。
幽
冥
魂
魄
皆
為
レ
鬼
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
三
三
五
頁
。
波
線
筆
者
。） 

最
後
に
、「
外
教
釈
」『
天
台
四
教
儀
集
解
』
巻
中
引
文
に
出
る
「
鬼
」
に
つ
い
て
の
註
釈
で
あ
る
。
存
覚
は
、
神
智
が
「
餓
鬼
」
の

「
鬼
」
に
つ
い
て
、「
鬼
」
の
字
は
「
帰
」
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
「
死
人
」
と
解
釈
す
る
こ
と
に
対
し
て
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
を

引
き
、
こ
の
書
に
依
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
存
覚
は
『
爾
雅
』『
尸
子
』
等
の
書
物
に
よ
っ
て
補
足
し
て
い
る
。 

こ
の
釈
に
お
い
て
存
覚
の
外
典
観
が
み
ら
れ
る
。
波
線
部
で
は
、
俗
典
は
生
死
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、
命
終

わ
っ
て
黄
泉
の
国
へ
ゆ
く
こ
と
を
「
帰
泉
」
と
い
い
、
冥
界
の
魂
を
鬼
と
す
る
と
述
べ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
存
覚
が
内
典
と
外
典
で

は
目
的
が
異
な
る
の
で
明
確
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

存
覚
が
、『
教
行
信
証
』
を
註
釈
す
る
に
あ
た
り
良
忠
著
作
を
参
照
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、

良
忠
は
『
伝
通
記
』
に
お
い
て
儒
教
と
仏
教
の
関
係
を
論
じ
、
儒
教
を
小
乗
の
教
え
に
属
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る（

59
）。
こ
の
点

に
お
い
て
良
忠
と
存
覚
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 ま
た
、『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
『
説
文
』
引
用
文
に
つ
い
て
再
度
確
認
し
た
い
。 

列
挙
し
た
引
用
文
の
中
、『
説
文
』
の
書
名
を
明
記
し
て
の
註
釈
は
③
④
⑲
⑳
の
四
箇
所
確
認
出
来
る
。
ま
た
、
書
名
を
記
し
て
い

な
い
が
、『
説
文
』
の
意
と
思
わ
れ
る
の
は
②
⑤
⑫
の
三
箇
所
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
ま
ず
『
説
文
』
の
引
用

数
が
『
広
韻
』『
玉
篇
』
の
引
用
数
に
比
べ
極
端
に
少
な
い
。
ま
た
、
存
覚
が
『
説
文
』
と
明
記
し
て
引
用
し
て
い
る
箇
所
は
、
す
べ

て
『
広
韻
』
所
引
の
範
囲
で
あ
る
。
存
覚
は
『
説
文
』
と
思
わ
れ
る
一
部
引
文
に
つ
い
て
書
名
を
出
さ
ず
「
一
曰
」
と
し
て
お
り
、
こ

の
部
分
を
確
認
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
存
覚
は
『
説
文
』
に
あ
る
音
の
情
報
を
一
切
記
載
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
六
時
釈
中
の

「
命
」
の
字
訓
な
ど
課
題
が
残
る
問
題
に
お
い
て
『
説
文
』
へ
の
言
及
を
し
て
い
な
い
。 
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
存
覚
は
、『
説
文
』
ま
た
は
そ
の
註
釈
書
を
直
接
参
照
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。『
広
韻
』
に
『
説
文
』
の
引
用

が
あ
る
と
き
の
み
『
説
文
』
と
明
記
し
て
引
用
す
る
が
、『
広
韻
』
の
「
夏
」
の
項
に
は
『
説
文
』
の
引
用
は
な
く
、「
一
曰
」
と
し
て

い
る
。 

以
上
、『
六
要
鈔
』
外
典
引
用
文
中
、
字
義
を
解
釈
す
る
箇
所
を
確
認
し
た
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
存
覚
所
覧
の
典
籍
が
ど
の

系
統
の
も
の
か
現
状
特
定
で
き
な
い
た
め
、
比
較
の
結
果
異
な
る
箇
所
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
存
覚
が
引
か
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
所
覧
本
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
、
後
の
時
代
の
親

鸞
教
義
解
釈
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
『
六
要
鈔
』
の
研
究
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

お
わ
り
に
 

親
鸞
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
、
多
く
の
著
述
を
残
し
た
存
覚
は
『
六
要
鈔
』
で
内
外
幅
広
い
典
籍
か
ら
引
用
を
行
い
親
鸞
教
義
の
裏

付
け
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
断
片
的
で
あ
る
が
そ
の
『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
外
典
の
引
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
、
以
下
の
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。 

ま
ず
、『
六
要
鈔
』
中
の
字
義
や
語
義
の
解
釈
に
お
け
る
外
典
の
引
用
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
内
典
か
ら
の

孫
引
き
の
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
存
覚
は
独
自
に
外
典
の
思
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、『
六
要
鈔
』

執
筆
に
あ
た
っ
て
、
字
書
・
韻
書
に
つ
い
て
は
『
玉
篇
』『
広
韻
』
を
用
い
て
お
り
『
説
文
』
は
孫
引
き
で
存
覚
は
直
接
参
照
し
て
い

な
い
。
字
義
の
解
釈
は
憬
興
『
述
文
賛
』
な
ど
の
註
釈
書
を
ま
ず
参
照
し
、
そ
れ
で
も
な
お
疑
問
点
が
あ
る
場
合
に
外
典
を
参
照
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
存
覚
は
、『
玉
篇
』『
広
韻
』
で
字
義
の
解
釈
を
し
、
そ
の
後
、『
論
語
』
等
の
漢
籍
で
意
味
の
補
足
を
行
う
が
、

そ
れ
ら
外
典
に
対
し
て
、
求
め
る
道
が
異
な
る
思
想
を
著
し
た
典
籍
で
あ
る
た
め
、
引
用
を
し
て
は
い
る
も
の
の
一
線
を
画
し
て
い
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る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
存
覚
が
大
い
に
参
考
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
良
忠
の
外
典
に
対
す
る
態
度
と
は
異
な
っ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
存
覚
『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
外
典
の
引
用
に
注
目
し
て
、
そ
の
受
容
態
度
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な

っ
た
。
存
覚
は
前
述
の
よ
う
に
、
②
「
信
文
類
」
所
引
の
『
楽
邦
文
類
』
に
関
す
る
引
用
、
③
「
化
身
土
文
類
」
所
引
の
『
弁
正
論
』

か
ら
孫
引
き
、
に
お
い
て
も
外
典
を
用
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 
【
註
】 

（
１
）
近
年
の
『
教
行
信
証
』『
論
語
』
引
用
文
に
つ
い
て
の
論
考
と
し
て
は
、
藤
原
智
「
親
鸞
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
『
論
語
』
引
用
に
つ

い
て
│
法
琳
・
遵
式
の
引
用
を
通
し
て
│
」『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
三
六
、
二
〇
一
九
年
、
等
が
あ
る
。 

（
２
）
外
川
奨
「
存
覚
の
思
想
展
回
」『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
十
、
一
九
九
八
年
。 

（
３
）
脇
智
子
「
存
覚
教
学
の
研
究
│
初
期
真
宗
に
お
け
る
教
学
史
的
展
開
の
考
察
を
通
し
て
│
」
学
位
（
博
士
）
請
求
論
文
、
二
〇
一
六
年
。 

（
４
）
存
覚
所
覧
の
『
教
行
信
証
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
佐
々
木
瑞
雲
「
新
出
　
仏
光
寺
蔵
『
教
行
信
証
』
の
意
義
―
『
六
要
鈔
』
所
釈
本
の
行
方
―
」『
真

宗
研
究
』
五
〇
、
二
〇
〇
六
年
、
が
あ
る
。 

（
５
）『
聖
典
全
書
』
四
、
一
〇
六
二
頁
。 

（
６
）『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
九
四
頁
。 

（
７
）
分
類
区
分
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
鈴
木
英
之
『
中
世
学
僧
と
神
道
│
了
誉
聖
冏
の
学
問
と
思
想
│
』
二
〇
二
一
年
、
一
四
三
・
一
四
四
頁
に
準
じ
た
。 

（
８
）『
弁
証
論
』
所
引
の
外
典
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
道
教
な
ど
と
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
稿
を
改
め
た
い
。 

（
９
）
相
馬
一
意
「
漢
文
文
献
読
解
の
工
具
│
字
書
・
反
切
・
韻
書
等
│
」『
山
口
真
宗
教
学
』
三
〇
、
二
〇
一
九
年
。 

（
10
）『
六
要
鈔
』
と
比
較
す
る
各
文
に
つ
い
て
は
句
読
点
を
付
し
、『
六
要
鈔
』
と
一
致
す
る
箇
所
に
傍
線
を
引
き
、
書
名
に
つ
い
て
は
便
宜
的
に
二
重
カ
ギ

括
弧
を
付
し
た
。 

（
11
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
二
八
九
頁
。 

（
12
）『
宋
版
玉
篇
』
巻
上
、
三
十
九
丁
オ
。 

（
13
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
一
〇
九
頁
。 

（
14
）『
宋
版
玉
篇
』
巻
上
、
五
十
六
丁
オ
。 
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（
15
）『
説
文
』
の
犬
部
、「
類
」
の
項
に
は
「
種
類
相
似
、
唯
犬
為
甚
。
従
犬
■
声
。
声
力
遂
切
。」（『
説
文
』
十
上
、
十
一
ウ
）
と
あ
り
、『
広
韻
』
の
記
述

と
一
致
す
る
。 

（
16
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
四
七
三
頁
。 

（
17
）『
説
文
』
二
下
、
二
丁
ウ
。 

（
18
）『
説
文
』
十
二
上
、
二
十
三
ウ
。 

（
19
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
三
〇
八
頁
。 

（
20
）『
宋
版
玉
篇
』
巻
上
、
九
十
五
丁
ウ
。 

（
21
）『
説
文
』
五
下
、
十
四
ウ
。 

（
22
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
二
〇
〇
頁
。 

（
23
）『
宋
版
玉
篇
』
巻
中
、
五
十
七
丁
ウ
。 

（
24
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
や
現
存
す
る
中
国
の
字
書
韻
書
類
に
一
致
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。 

（
25
）『
宋
版
玉
篇
』
中
巻
、
四
十
三
丁
ウ
。 

（
26
）
称
、
知
軽
重
也
。『
説
文
』
曰
、
銓
也
、
又
姓
漢
功
臣
表
有
新
山
侯
称
忠
。
処
陵
切
、
又
昌
證
切
、
三
。（『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
二
〇
〇
頁
。） 

（
27
）『
宋
版
玉
篇
』
巻
上
、
五
十
九
丁
オ
。 

（
28
）
慧
林
『
一
切
経
音
義
』
に
は
「
■
揚
」
項
に
「『
説
文
』
飛
挙
也
」
と
あ
る
。（『
大
正
蔵
』
五
四
、
四
二
八
下
） 

（
29
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
五
二
頁
。 

（
30
）『
宋
版
玉
篇
』
上
巻
、
四
十
九
丁
オ
。 

（
31
）『
説
文
』
に
は
「
■
。
咨
也
。
一
曰
、
痛
惜
也
。」
と
あ
る
。 

（
32
）『
宋
版
玉
篇
』
巻
下
、
四
十
三
丁
ウ
。 

（
33
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
一
三
五
頁
。 

（
34
）
濁
世
悪
人
見
修
道
者
、
不
能
成
人
之
美
反
宣
破
毀
之
言
、『
漢
書
注
』
云
、「
江
淮
之
間
、
謂
小
兒
子
多
詐
狡
獪
名
無
顧
。」
三
者
顚
倒
善
果
能
壞
梵
行
。

人
天
之
果
非
無
漏
善
暫
楽
還
苦
、
名
為
顚
倒
。
梵
行
淨
行
也
。」（『
註
十
疑
論
』、『
浄
土
宗
全
書
』
六
、
五
八
五
頁
。
以
下
『
浄
全
』
と
す
る
。） 

（
35
）
岩
田
光
「
存
覚
教
学
の
研
究
―
『
六
要
鈔
』
を
中
心
に
―
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
八
、
二
〇
一
六
）
等
。 

（
36
）
良
忠
『
往
生
論
註
記
』「
第
三
難
者
、『
註
十
疑
』
云
「
濁
世
悪
人
見
修
道
者
、
不
能
成
人
之
美
反
宣
破
毀
之
言
『
漢
書
註
』
云
、「
江
淮
間
謂
小
兒
子
多

詐
狹
獪
名
無
顧
」
已
上
今
云
、
無
顧
者
不
顧
是
非
之
悪
人
也
。
如
是
悪
人
則
成
退
縁
如
身
子
六
住
退
。」（『
浄
全
』
一
、
二
六
一
頁
。） 
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（
37
）
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
』
六
二
一
頁
。 

（
38
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
二
九
〇
頁
。 

（
39
）『
宋
版
玉
篇
』
中
巻
、
七
十
丁
オ
。 

（
40
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
一
八
二
頁
。 

（
41
）『
聖
典
全
書
』
二
、
二
六
頁
で
は
、「
舛
」
に
「
日
」
の
字
体
で
あ
る
。
下
記
引
用
文
中
の
「
督
」
も
同
様
。 

（
42
）
王
篇
に
賈
。 

（
43
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
四
六
〇
頁
。 

（
44
）『
宋
版
玉
篇
』
上
巻
、
四
十
二
丁
ウ
。 

（
45
）『
宋
版
玉
篇
』
上
巻
、
四
十
六
丁
オ
。 

（
46
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
四
一
五
頁
。 

（
47
）『
聖
典
全
書
』
一
、
六
七
三
頁
。 

（
48
）『
玉
篇
』
に
は
「
靡
競
切
。
教
令
也
。
又
使
也
。『
書
』
曰
、
乃
命
羲
和
。」（『
宋
版
玉
篇
』
上
巻
、
四
十
九
丁
オ
。）
と
あ
り
、『
広
韻
』
に
は
「
命
。
使

也
、
敎
也
、
道
也
、
信
也
、
計
也
、
召
也
。
眉
病
切
、
一
。」（『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
四
二
九
頁
。）
と
あ
る
。 

（
49
）『
広
韻
』
に
は
、「
必
。
審
也
、
然
也
。『
説
文
』
曰
、
分
極
也
、
従
八
弋
。
卑
吉
切
、
二
十
七
。」（『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
四
七
〇
頁
。）
と
あ
る
。 

（
50
）『
宋
版
玉
篇
』
中
巻
、
七
十
五
丁
ウ
。 

（
51
）『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
一
〇
七
頁
。 

（
52
）『
宋
版
玉
篇
』
上
巻
、
七
十
九
丁
ウ
。 

（
53
）『
宋
版
玉
篇
』
中
巻
、
四
十
三
丁
オ
。『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
二
〇
九
頁
。 

（
54
）『
宋
版
玉
篇
』
中
巻
、
二
十
二
丁
ウ
。『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
二
一
七
頁
。『
広
韻
』
で
は
、『
説
文
』
の
文
と
し
て
引
用
す
る
が
、
存
覚
は
そ
の
書
名

を
記
し
て
い
な
い
。 

（
55
）『
浄
全
』
一
、
三
一
五
頁
。 

（
56
）「
擿
」
は
『
広
韻
』
で
は
「
擲
」
の
小
韻
分
類
さ
れ
、
反
切
は
「
直
炙
切
」
と
な
っ
て
い
る
。（『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
五
一
八
頁
） 

（
57
）
相
馬
一
意
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
お
り
、「
擿
」
の
字
も
す
て
が
た
い
が
、「
■
」
が
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。（
相
馬
一
意
「
往
生
論
註
に
お

け
る
反
切
の
再
検
討
」『
佛
敎
學
研
究
』
五
二
、
一
九
九
六
年
） 

（
58
）『
広
韻
』
の
「
陝
」
の
項
に
は
「
陝
、
県
名
在
弘
農
亦
州
名
周
為
二
伯
分
陝
之
地
即
虢
国
之
上
陽
也
、
秦
属
三
川
郡
漢
弘
農
之
陝
県
後
魏
改
為
陝
州
。
失

102

存覚『六要鈔』における外典の引用について

15号_念校.qxp_総合研究  2022/03/22  10:02  ページ 102



冉
切
、
八
。」
と
あ
る
。（『
新
交
互
註
宋
本
広
韻
』
三
三
四
頁
） 

（
59
）
良
忠
の
儒
教
観
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
前
掲
書
、
Ⅰ
部
第
六
章
に
詳
し
い
。 
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